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COP10に 向けて

・

お
花
畑
外
来
種
と
戦
う

初
夏
の
青
空
の
下
、
黄
色
い
タ

ン
ポ
ポ
の
群
生
が
広
が
る
伊
吹
山

山
頂

（
岐
阜
ざ
滋
賀
県
境
）
の
お

花
畑
＝
―
。
だ
が
、
こ
の
光
景
、

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
る

「お
花
畑

（
伊
吹
山
頂
草
原
植
物

群
落
）
」
の
本
来
の
姿
と
は
、
か

な
り
違
う
。　
　
　
　
　
　
一

咲
き
誇
る
花
の
大
半
は

、
外
来

種
の
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
だ
´
母

屋
を
奪
わ
れ
た
固
有
種
イ
ブ
キ
タ

ン
ポ
ポ
は
繁
殖
力
が
弱
く
、
遠
慮

が
ち
に
花
弁
を
広
げ
る
。

今
年
度
、
滋
賀
県
は
、
地
元
の

住
民
や
環
境
省
の
協
力
を
得
て
外

来
種
除
去
に
乗
り
出
し
た
。

６
月
１
日
午
前
１０
時
（
観
察
ガ

イ
ド
や
保
全
活
動
を
手
が
け
る

「
伊
吹
山
も
り
び
と
の
会
」

（事

務
局

ｏ
滋
賀
県
彦
根
市
）
の
呼
び

か
け
で
、
滋
賀
、
岐
阜
、
愛
知
な

ど
か
ら
約
６０
人
が
山
頂
に
集
ま

っ

た
。
理
事
の
長
束
憲

一
さ
ん
（
６７
）

が

「
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
は
繁
殖

力
が
強
い
。
抜
く
と
決
め
た
ら
徹

底
的
に
、
根
の
先
ま
で
」
と
呼
び

か
け
、
ツ
ル
ハ
シ
や
ス
コ
ッ
プ
を

手
に
し
た
参
加
者
た
ち
が
掘
り
起

こ
し
に
取
り
か
か

っ
た
＝
写
真
。

約
４
時
間
の
作
業
で
ヽ
直
径
１

研
あ
ま
り
の
穴
が
埋
ま
る
ほ
ど
の

タ
ン
ポ
ポ
を
刈
り
取
り
、
根
を
切

り
取

っ
て

「埋
葬
」
し
た
¨
全
長

７２
考
ま
で
伸
び
た
根
も
あ

っ
た
Ю

滋
賀
県
植
物
研
究
会
長
の
村
瀬

忠
義
さ
ん
（
７３
）
は

「外
来
種
を
完

全
に
取
り
除
く

の
は
大
変
な
こ

と
。
・
固
有
種
を
守
り
増
や
す
た
め

に
は
、
お
花
畑
を
人
間
が
踏
み
荒

ら
さ
な
い
こ
と
だ
」
。　

′

（堰
動
麟
∪

●
◇
●

２
０
１
０
年
１０
月
、
生
物
多
様

性
条
約
第
１０
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
ｌＯ
）が
名
古
屋
で
開
か
れ
る
。

開
催
国
“
日
本
の
生
物
多
様
性
の

「い
ま
」
を
切
り
取
る
。

（次
回

か
ら
社
会
面
に
掲
載
し
ま
す
）


